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1. 問題と目的 

 近年，産業領域における研究と実践の中で注目されている概念にワーク・エンゲイジメン

ト(work engagement)がある。ワーク・エンゲイジメント(work engagement)は，仕事に対する

ポジティブで充実した感情と認知であり(Bakker & Leiter, 2010)，ワーク・エンゲイジメント

の向上は，心身の健康，コミットメント，パフォーマンス，低い離職意志を導き(Hakanen 

et al., 2008; Shimazu et al., 2015)，労働者の健康や仕事だけでなく，組織の生産性にも恩恵を

もたらす。ワーク・エンゲイジメントの先行要因には，仕事の資源と個人の資源がある

(Shimazu, 2022)。仕事の資源には，(a)作業・課題レベル(仕事の意義や明確さ，仕事のコン

トロールなど)，(b)部署レベル(上司や同僚の支援など)，(c)事業場レベル(公正な人事評価，

キャリア形成など)の 3 つがあり，これらの資源を多く得られるほど，ワーク・エンゲイジ

メントが高まるという。個人の資源とは，周囲の環境を上手く調整し，影響を与えること

ができるという個人の感覚や肯定的な自己評価を表す(Mukae, 2018)。具体的には，積極的

な対処スタイル，自己効力感，組織での自尊心，楽観性，レジリエンス（困難な状況を乗

り越え回復する力）等がワーク・エンゲイジメントを促進する(Shimazu, 2022)。仕事の資源

と個人の資源はそれぞれが独立してワーク・エンゲイジメントを高めるだけでなく，相互

に関連しながらワーク・エンゲイジメントに影響を及ぼす(Bakker, 2011)。 

ワーク・エンゲイジメントの先行要因として明らかにされている個人の資源には，自己

肯定感や自尊心などの自身の内面に関する概念が多い。他方，ワーク・エンゲイジメント

を高める個人資源には，他者や周囲の環境に働きかける力が求められ(Mukae, 2018)，その

ような個人資源が豊富な人ほど，仕事の資源を多く得ることにもつながりうる。そのため，

他者と向き合う際の特徴に焦点を当てた個人資源に関する研究の蓄積が望まれる。そこで

本研究では，ワーク・エンゲイジメントの規定因として，共感性の一側面を捉えた概念で

ある視点取得に着目した。視点取得は他者の視点に立って，その他者の感情を理解しよう

とする程度を表す (Davis, 1983)。共感性は良好な社会的相互作用に影響をもたらし

(Eisenberg & Miller, 1987)，個人内で帰結するものではなく，対他者への行動を動機づける
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要因でもあるため(Shimoda et al., 2011)，他者と向き合う際の個人の資源であるといえる。

共感性には視点取得に代表される認知的側面(例えば「相手の立場に立って物事をみようと

する」等)と感情的側面(例えば「相手が悲しんでいると自分も悲しくなる」等)がある。共感

性の感情的側面は，その性質上，介入によって変化をもたらしにくいと考えられる。一方，

視点取得は共感性の認知的側面であり (Davis, 1983)，介入可能な概念であることから

(Furumi & Koyasu, 2012)，本研究では視点取得に着目した。視点取得とワーク・エンゲイジ

メントの関連性については，ワーク・エンゲイジメントの規定因である部署レベル資源と

抑制要因である仕事の負担を投入したモデルにおいて，視点取得によるワーク・エンゲイ

ジメントへの正の関連が報告されているが(Kobayashi et al., 2023)，なぜ視点取得の高さがワ

ーク・エンゲイジメントを促進するのか，その理論的背景は明らかでない。視点取得の高

さが，ワーク・エンゲイジメントを促進する要因を明らかにすれば，ワーク・エンゲイジ

メントを促進する個人の資源についての理論的発展をもたらすだけでなく，視点取得に着

目した新たな介入方略に向けた知見の蓄積にもつながる点で意義が大きい。 

そこで本研究では，視点取得によるワーク・エンゲイジメントへの効果のプロセスを明

らかにすることを目的とし，McFarland & Dixon (2021)の知見を踏まえて，仮説を立てた。

McFarland & Dixon (2021)は，対人メンタライジングスキルが問題焦点型コーピング方略と

回避的なコーピング方略を媒介するというプロセスを通じて，バーンアウトを軽減するこ

とを示した。対人メンタライジングは他人の信念や考え，願望，意図や感情等を推測する

能力である (Dietvorst et al., 2009) 。視点取得とメンタライジングには高い関連性があり，

類似の概念であるとされている(Fonagy et al., 2016)。バーンアウトは仕事で長期にわたり過

度なストレスにさらされることによって生じる心身への諸症状であり，仕事の資源―要求

度モデルにおいてバーンアウトはワーク・エンゲイジメントの対極に位置づけられている

(Schaufeli & Bakker, 2004)。これらを踏まえると，McFarland & Dixon (2021)が明らかにした

対人メンタライジングスキルによるバーンアウトへの効果におけるコーピングの媒介効果

は，本研究で扱う視点取得によるワーク・エンゲイジメントへの効果においても同様のプ

ロセスを示す可能性がある。そこで本研究では，McFarland & Dixon (2021)で示されたモデ

ルを根拠に，視点取得が問題焦点型コーピングの促進と回避型コーピングの抑制を媒介す

るというプロセスを通じてワーク・エンゲイジメントを促進するという仮説モデルを検証

した(Figure 1)。 

(1) 視点取得によるワーク・エンゲイジメントへの直接効果 

McFarland & Dixon (2021)において対人メンタライジングスキルによるバーンアウトへの

直接効果が有意であったことから，本研究でも視点取得によるワーク・エンゲイジメントへ

の効果においてコーピングによる部分媒介効果を想定した。視点取得は共感性の認知的要

素であり(Davis, 1983)，共感力の高い人ほど周囲と円滑に関わることができるとされる

(Feshbach, 1978)。他者の視点を意識して他者の行動を理解しようとする傾向が高い人ほど，

周囲の環境を上手くコントロールできることが想定される。ワーク・エンゲイジメントの先
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行要因である個人資源とは，周囲の環境をコントロールし，影響を与えることができるとい

う感覚であるため(Bakker, 2011)，視点取得が高い人ほどワーク・エンゲイジメントが高くな

ることが考えられる。 

仮説 1 視点取得がワーク・エンゲイジメントを促進する(H1)。 

(2) 問題焦点型コーピングと回避型コーピングによるワーク・エンゲイジメントへの効果 

コーピングには様々な方略があり，個人がどのコーピングを用いるかは，その時の状況や

文脈，関係者，出来事の捉え方，性別や年齢によっても異なる(Folkman & Lazarus, 1980)。コ

ーピングは，ストレッサーによる問題そのものを解決することを目的とした方略である問

題焦点型と，ストレッサーによって喚起された不快な情動を緩和し，調整するコーピング方

略である情動焦点型に大別される(Lazarus & Folkman, 1987)。仕事の文脈では問題焦点型，

健康に関連する場合は情動焦点型の対処が用いられやすいことや，建設的な解決方法が考

えられる状況や情報収集が求められると認知される状況では問題焦点型が有効で，やむを

得ないことと受け入れなければならない状況では情動焦点型が有効であることが報告され

ている(Folkman & Lazarus, 1980)。問題焦点型コーピングはストレスフルな状況を積極的に

解決することや，ストレッサーによって引き起こされる害を最小限に抑えることに焦点を

当てるものがあり(Folkman & Lazarus, 1988)，環境や自分自身に働きかける対処方略である

(Cadamuro et al., 2015)。 

情動焦点型コーピングにはネガティブな感情を経験しないようにする努力が含まれ，気

晴らし，距離を置く，否認などの行動が含まれる(Skinner & Zimmer-Gembeck, 2007)。情動焦

点型のコーピングは多次元的であることが実証されており，個々の対処方略が時に正反対

の効果をもつという(Santarnecchi et al., 2018)。そこで本研究では，先行研究に従い(Cadamuro 

et al., 2015; McFarland & Dixon, 2021)，情動焦点型のうち，問題状況や問題状況によって生じ

る否定的感情を回避することによるストレス対処方略である回避型コーピングに焦点を当

てる。 

ワーク・エンゲイジメントとコーピングとの関連については，問題焦点型のコーピングが

ストレス要因とワーク・エンゲイジメントの関連を弱めることや(Van der Colff & Rothmann, 

2009)，ワーク・エンゲイジメントが高い就労者ほど，ストレスフルな状況に対して積極的

な対処を行う傾向が高く，行動抑制傾向が低いことが報告されている(Kaiseler et al., 2014)。

問題焦点型の対処方略は，状況を分析し，問題解決のために実際に行動を起こすことや，周

囲に相談したりすることである。問題焦点型のコーピングを用いる人はその問題をコント

ロールできていると捉えていると考えられ(McFarland & Dixon, 2021)，ワーク・エンゲイジ

メントの促進要因である仕事の資源や個人の資源が豊富な状態にあると考えられる。先行

研究で示されているように，問題焦点型コーピングはワーク・エンゲイジメントを促進する

ことが考えられる。一方，回避型のコーピングは，問題状況（ストレッサー）そのものに対

処できない，不適応戦略であることが指摘されている(Santarnecchi et al., 2018)。回避型のコ

ーピングを続けると，問題状況が持続し，ネガティブ感情が大きくなる可能性がある(Skinner 
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& Zimmer-Gembeck, 2007)。回避型のコーピングは，ワーク・エンゲイジメントの抑制要因

である仕事の負担を増やし，仕事への活力や熱意を失わせ，ワーク・エンゲイジメントを低

下させることが考えられる。 

仮説 2 問題焦点型コーピングはワーク・エンゲイジメントを促進し(H2-1)，回避型コー

ピングはワーク・エンゲイジメントを抑制する(H2-2)。 

(3) 視点取得による問題焦点型コーピングと回避型コーピングへの効果 

共感は援助行動や思いやり行動，良好なコミュニケーション，対人葛藤の低減とその適切

な処理に影響をもたらす(Davis & Kikuchi, 1999)。視点取得は共感性の認知的側面であり

(Davis, 1983，視点取得の高さと，制御性(Eisenberg et al., 1994)や対人認知能力(Bernstein & 

Davis, 1982)，社会的関係促進機能(Davis, 1983)との関連が報告されている。国内の先行研究

では，視点取得が能動的なコーピングの実行を促進し，解決を先送りにする回避型のコーピ

ングの実行を抑制することが示唆されている(Shimoda et al., 2011)。視点取得の高い人ほど，

職業生活での対人関係での折衝や交渉が上手くいき，様々な対人ストレス場面で，他者に相

談する，問題解決を図るなどの対処である問題焦点型コーピングを適切に活用できること

が考えられる。その反面，視点取得の低い人はストレス状況において問題そのものを解決す

ることができず，やむを得ずストレッサーやそれに関連する否定的な感情を回避すること

が対処のための戦略として頻繁に行われ，回避型コーピングを活用することが多くなるも

のと考えられる。 

仮説 3 視点取得が問題焦点型コーピングを向上し（H3-1），回避型コーピングを低下させ

る（H3-2）。 

 

Figure 1 

Hypothesized effects. 
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２. 方法 

(1) 研究対象者と調査手続き 

製薬会社 1 事業所の就労者 494 名を対象に，2023 年 7 月に 1 時点の横断調査を行った。

ユミルリンク株式会社のクラウド型 Web アンケート・フォームシステム Cuenote Survey を

用いて調査を実施した。調査票の冒頭に，研究の目的，研究参加の自由，匿名性の保持，回

答の内容によって個人に不利益が生じないこと，回答中に不調が生じた場合の相談先，研究

結果の公表等を記載し，「同意する」を選択した就労者から回答を得た。本研究は，第一著

者が所属する機関の倫理審査委員会(202112)の承認を得て実施した。回答に不備のあるデー

タを除いた 368名(男性 n=174，女性 n=194，37.70±11.78 歳)を分析対象者とした。なお，著

者らは 2023年 8月に一部の一般職を対象とした研修，2023年 11月に第 2回目の調査，2024

年 2月に第 3回目の調査を行っており，本研究データは研究全体のうちの一部分である。 

(2) 調査項目 

ワーク・エンゲイジメント ユトレヒト・ワーク・エンゲイジメント尺度(Utrecht Work 

Engagement Scale)日本語短縮版(Shimazu et al., 2008)を用いた。活力(e.g.「仕事をしていると

活力がみなぎるように感じる」)」，熱意(e.g.「自分の仕事に誇りを感じる」)，没頭(e.g.「仕

事に熱心である」)の 3下位尺度，各 3項目の合計 9 項目，7件法(0「全く感じない」)―6「い

つも感じる・毎日」)の，信頼性と妥当性が検証された尺度である。合計得点を項目数で除

した値をワーク・エンゲイジメント得点とし，得点が高いほどワーク・エンゲイジメントが

高い状態である。 

視点取得 (Davis, 1983)が作成した多次元共感測定尺度の邦訳版(Sakurai, 1988)を用いた。

多次元共感測定尺度は共感性を 4 つの次元から測定する尺度であるが，その中の共感性の

認知的要素である視点取得項目を用いた。7項目 5 件法で測定し(e.g.「何かの決定をする時

は，立場の異なる意見にも１つひとつ注意を払うようにしている」)，得点が高いほど，視

点取得が高い。 

コーピング特性 勤労者のためのコーピング特性簡易尺度(BSCP) (Kageyama et al., 2004)

を用いた。BSCPは就労者のコーピング特性を簡易的に測定でき，信頼性と妥当性が確認さ

れた 6 下位尺度 18 項目 4 件法の尺度である。BSCP の下位尺度は積極的問題解決(e.g.「原

因を調べ解決しようとする」)，解決のための相談(e.g.「信頼できる人に解決策を相談する」)，

視点の転換(e.g.「「何とかなる」と希望をもつ」)，気分転換(e.g.「趣味や娯楽で気をまぎら

わす」)，他者を巻き込んだ情動的発散(e.g.「自分をそのような状況に追いやった人を責め

る」)，回避と抑制(e.g.「問題を放り出したり，先送りしたりする」)からなり，先行研究(Lazarus, 

1984)で分類されるコーピング特性を網羅している。BSCP では，積極的問題解決と解決のた

めの相談が問題焦点型対処，気分転換，他者を巻き込んだ情動的発散，回避と抑制を情動焦

点型対処として整理している。視点の転換は情動焦点型対処と問題焦点型対処の両側面が

示唆されている。視点の転換は積極的問題解決と正の相関があり(Kageyama et al., 2004)，視

点の転換をすることが，不快な情動を緩和するだけでなく，その後の問題解決に向けた行動
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に結びつく可能性もある。また，McFarland & Dixon (2021)の先行研究でも視点の転換に該当

する質問項目（例えば「自分の問題から何かプラスになることがあると思う」）を問題焦点

型のコーピングに位置付けて，仮説モデルを検証している(McFarland & Dixon, 2021)。その

ため，本研究においても BSCPの積極的問題解決と解決のための相談，視点の転換を問題焦

点型コーピングと位置づけた。BSCPの下位尺度得点は合計得点を項目数で除した点数を用

いた。問題焦点型コーピングは BSCP の積極的問題解決，問題解決のための相談，視点の転

換の合計得点を 3 で除した得点を用い（得点幅 1－4 点），回避型コーピングは回避と抑制

得点を用いた（得点幅 1－4点）。得点が高いほど普段よくとるストレス対処行動であること

を示す。 

(2) 分析手続き 

 分析には IBM SPSS Statistics 28.0，IBM SPSS Amos 28 Graphicsを用いた。仮説モデルの検

証は最尤法による構造方程式モデリングを用いた。間接効果の検討のため，バイアス修正ブ

ートストラップ法（2,000ランダムサンプリング）により 95％信頼区間を算出した。 

 

３. 結果 

(1) 基礎的分析 

 Table 1 に各変数の平均値，標準偏差，相関係数を示す。先行研究では，コーピングや共

感性における性差が指摘されていることから(Lazarus, 1984; Baron-Cohen & Wheelwright, 

2004)，本研究においても，各変数の性差を調べるために，対応のない t検定を行った。その

結果，全ての変数において，有意な性差はなかったため，仮説モデルの検証は就労者全体を

対象に行った。 

Table 1 

Basic statistics and correlation coefficients 

    Mean SD 1   2   3   

1 Work Engagement 2.49 2.67             

2 Perspective Taking 23.99 2.80 .30 ***         

3 
Problem-Focused 

Coping 
2.65 0.58 .38 *** .32 ***     

4 Avoidance Coping 1.97 0.73 -.23 *** -.12 * -.10 + 

*p < .05, **p < .01, ***p < .001 

 

 (2) 視点取得によるワーク・エンゲイジメントへの効果における問題焦点型コーピングと

回避型コーピングの媒介効果 

 最尤法を用いた共分散構造分析によって仮説モデルを検証した（Figure 2）。適合度指標の

値は，χ2=2.318, df=1, p=.128, GFI＝.997，AGFI＝.969, CFI＝.990，RMSEA＝.059 であり，モ

デルが十分に適合していることが示された。視点取得とワーク・エンゲイジメントとの間に
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は正の直接効果を示した(β=.171, p<.001)。コーピングからワーク・エンゲイジメントへのパ

スについては，問題焦点型コーピングから正の効果(β=.316, p<.001)，回避型コーピングから

は負の効果を示した(β=-.191, p<.001)。視点取得からコーピングへの効果は，問題焦点型コ

ーピングへ正の効果(β=.313, p<.001)，回避型コーピングに負の効果を示した(β=-.114, p=.026)。

また，問題焦点型コーピングと回避と抑制の間接効果が有意であり(b= .121, BootSE= .024, 

95%CL[.079, .174])，視点取得によるワーク・エンゲイジメントへの効果を問題焦点型コーピ

ングと回避型コーピングが媒介することを示した。 

Figure 2 

The effects of perspective taking on coping and work engagement. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Note: The values are standardization coefficients. 

*p < .05, **p < .01, ***p < .001 
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低く，その結果ワーク・エンゲイジメントを促進することが示され，全ての仮説を支持し

た。他者の気持ちを想像し，他者の視点に立つ姿勢が高い人ほど，ストレッサーによる問
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なりやすいことが示唆された。また，視点取得が高い(低い)人ほど，ストレスに対して問

題を放置，先送りにするという対処を用いにくく(用いやすく)，その結果ワーク・エンゲ

イジメントを高める(抑制する)ことが示唆された。この結果は，本研究で根拠とした対人

メンタライジングスキルがバーンアウトを減少させるメカニズムとして問題解決型コーピ

ングと回避型コーピングを媒介することを示したMcFarland & Dixon (2021)の先行研究や，

ストレスフルな状況に対して，ワーク・エンゲイジメントが高い就労者は積極的な対処を

行う傾向が強く，行動抑制する傾向が低いという先行研究とも矛盾しない結果である

(Kaiseler et al., 2014)。 

本研究の結果から，先行研究で報告された視点取得によるワーク・エンゲイジメントへ

の関連性を(Kobayashi et al., 2023)，問題焦点型コーピングと回避型コーピングが媒介すると

いう理論的枠組みを示唆したという点で，ワーク・エンゲイジメント研究の発展をもたら

す知見が得られたものと考えられる。また，視点取得に関する知見は対人相互作用の中で

どのように役立つかに焦点を当てたものが多い中，視点取得の高さが就労者のストレス対

処方略を効果的にし，ワーク・エンゲイジメントの促進をもたらすという新たな知見を得

た点で理論的な意義が大きい。ワーク・エンゲイジメント向上のための介入研究の蓄積が

求められる中(Mukae, 2018)，ワーク・エンゲイジメントと関連を示した問題解決に向けた

ストレス対処方略を身につけるために，他者の気持ちを想像しようとする姿勢や他者の立

場に立つ姿勢を促進するような，視点取得に着目したアプローチの有効性を示唆し，新た

な介入方略につながりうる点で実践的な意義も有する。 

最後に本研究の限界と課題を述べる。まず，本研究の仮説モデルにおいて視点取得がワ

ーク・エンゲイジメントを促進するメカニズムは直接的かつ間接的（問題解決型コーピン

グと回避型コーピングを介する）であったため，今回検証していない他の変数が媒介して

いる可能性が考えられる。McFarland & Dixon (2021)は，問題焦点型コーピングと回避型コ

ーピングに加えて，oscillation（ゆらぎ）というストレス対処のプロセスが加わることで対

人メンタライジングスキルによるバーンアウトへの効果を完全媒介することを示している。

Oscillation という対処は能動的なストレス対処方略と回避的なストレス対処方略との間で

行き来することであり，それぞれの対処方略の長所を取り入れ，短所を抑えることができ

るとされている(Shepherd, 2003)。本研究の仮説モデルでは，oscillation によるプロセスを想

定していなかったため，今後 oscillationや他の要因も含めたモデルを検証する余地がある。

また，コーピングや共感性には性差の存在が指摘されているが(Lazarus, 1984; Baron-Cohen 

& Wheelwright, 2004)，本研究においては各変数に有意な性差がなかったことから，性別毎

のモデルの検証は行わなかった。しかし，性別の他にも就労者には多様な属性が存在し，

各属性による相違が想定されるため，今後サンプルサイズを増やし，属性によるモデルの

相違を検証する必要がある。最後に，本研究は製薬会社の 1 事業所を対象に 1 時点の横断

研究によって検証されたため，視点取得とコーピング，ワーク・エンゲイジメントの因果

関係は明らかにできず，知見の一般化には限界がある。今後は対象企業やサンプルを増や
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し，各変数の時間的位置づけを明確にした上で，縦断的な追検討が求められる。 
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Abstract: The present study examined the hypothesis that perspective-taking mediates 

problem-focused and avoidant coping and promotes work engagement. A structural 

analysis of covariance was conducted on 368 employees of a Japanese pharmaceutical 

company. The bootstrap test was used to examine indirect effects. The results showed that 

higher perspective-taking, which is the tendency to imagine the position and feelings of 

others, promotes work engagement through a process in which problem-solving coping 

strategies such as proactive problem-solving, consultation for solutions, and perspective-

shifting are enhanced, while avoidance coping such as putting off problems is reduced. 

The hypothesis was supported. New findings that higher perspective taking makes 

workers' stress coping strategies more effective and promotes work engagement. 
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